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（司会）

　皆さん、こんに
ちは。定刻になり
ましたので、ただ
いまから高知県自
治研究センター主
催のセミナーを開
催したいと思いま
す。
　私は本日の進行
を担当させていた

だきます自治研究センターの石川と申します。どう
かよろしくお願いいたします。
　本日のセミナーは、「等身大の日本の姿を見つめ
る」という標題の連続セミナーでありまして、今日
が第２回目となります。
　それで、今日が初めてという方もいらっしゃるか
もしれませんので、この企画をした経過と問題意識
について、少し最初にお話をさせていただきたいと
思います。
　よく最近、失われた30年ということが言われます。
これは経済指標だけではなくて、各種統計の数字な
どを国際比較したときに、日本の位置が非常に下が
ってきていると。指標によってはもはや日本は先進
国とは言えないのではないかといった、そういった
指標も散見されるようになってきました。
　たとえばこの30年、賃金も上がっておりませんし、
OECD 諸国の中で日本だけが賃金が上がっており
ません。一人当たり GDP も、昨年は台湾に抜かれ、
今年は韓国にも抜かれると、そんなことも言われて

います。そういった、この長期間の日本の国力の低
下、日本の相対的な沈下ということが、やっと報道
もされるようになってきました。
　そういったことで、私たちとしては、見たくないも
のは見ないということではなくて、やはり現実を直視
する中でありのままの等身大の日本というものをきち
んと見つめて、そのうえで処方箋なり課題なりを改め
て自分たちで見つけていこうと、そういった趣旨でこ
の連続セミナーを開催をしているところです。
　第１回目は、昨年の９月に神奈川県立保健福祉大
学の兪 炳匡（ユウヘイキョウ）教授に、「各経済指
標から見える日本の立ち位置と処方箋」という標題
で講演を行っていただきました。
　本日は第２回ということで、高等教育のあり方を
テーマに黒川清先生にお話をいただきます。黒川先
生について、若干ご紹介をさせていただきますと、
東京大学、東海大学、そして UCLA などで教鞭を
執られて、日本学術会議の会長であるとか、福島原
発事故についての国会事故調の委員長など、さまざ
まな要職を歴任されていらっしゃる方であります。
　黒川先生にお願いしたのは、こういった長期に沈
みつつある日本を建て直すためには、やはりそれは
人材を育てるというのが必要なのではないかと。そ
のための高等教育のあり方はどういうことなのかと
いうことで、「出る杭」を育てる、そのための教育
についてお話をいただきたいということで、今日は
お願いをしたところです。
　それでは黒川先生、早速ですがよろしくお願いい
たします。
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プロローグ

（黒川）

　ありがとうございます。いや、実はですね、確か
に今言われるとおりなんですね。何となく日本も元
気がない。昔は『ジャパン・アズ・ナンバーワン』
なんて言われて、確かに GDP もものすごく伸びて、
多分1980年代の終わり頃、まだ若い人が生まれる前
ですけれども、そのときには、世界全部の GDP の
うち、日本が十数％も占めていたんですよ。
　日本はものすごくいいところまで行っていて、そ
の後駄目になり始めたのがいつなのかっていうと、
1980年代の終わりですね。つまり1970年代までは戦
後の調子がうまく行っていて、エズラ・ヴォーゲル
というハーバードの学者が、その頃『ジャパン・ア
ズ・ナンバーワン』という本を書きました。もちろ
んこれは英語で書いてあるわけですけれども、それ
の日本語訳が日本でばか売れしたんです。
　どういう内容かというと、日本の企業のあり方と
か人間のあり方が非常にまじめで素直で、しかも
GDP がどんどん増えてくるという話で、日本はこ
のディシプリン（訓練・規律）と、こういう日本人
のまじめさから言うと、いずれ日本はナンバーワン
になるんではないかというポテンシャルがあるよと
いう本を書いたんです。
　エズラ・ヴォーゲルという人は元々中国の専門家
なので、ハーバード大学にいてしょっちゅう中国に
行っていたわけですが、これが1980年になる前の60
年とか70年あたりですけれども、そのうち日本が成
長し始めたので、「おや、日本は結構面白いかもし

れない」と言って、1970年代に入って、５年ほど日
本におられまして、日本のいろんな人に話を聞いて、
あの『ジャパン・アズ・ナンバーワン』という本を
書いたわけです。
　

戦後世界の大きな枠組み
（民主主義と共産主義）のはざまで

　実際日本はどんどん GDP が増えたわけですが、
なぜ増えたんでしょうか。これよく考えてください
ね。日本人は勤勉だし、言われたことをきちんとす
るし、どういうもので日本が成長していったかとい
うと、そのとき、皆さんご存じだと思うんだけど、
戦争が終わって日本が負けた後、世界はどういう世
界だったでしょうか。
　つまり、こういう大きな枠組みということをまず
考えるということはすごく大事なんです。日本はボ
ロ負けしました。その後何が起こったかというと、
ちょうど民主主義と共産主義の戦いという枠組みに
なりましたね。覚えていると思いますが、それは何
かと言うと、大きな西洋つまりアメリカを中心とし
た北アメリカとそれからヨーロッパの民主主義の
国々と、それから共産主義の国、つまりあの頃のソ
連邦と、新しい中国ということで２つの大きなぶつ
かり合い、つまり民主主義と共産主義のぶつかり合
いということが、第二次大戦の後に起こり始めたわ
けです。
　日本は負けたおかげでと言っちゃあおかしいんで
すけれど、戦争が終わるまで日本が占領していた朝
鮮半島からも引き揚げました。何が起こったかとい
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うと、冷戦の枠組みになりまして、民主主義と共産
主義がぶつかり合うということになるわけです。
　戦争に負けたのは日本とドイツとイタリアですけど
も、ドイツは東ドイツ、西ドイツに分けられて、ベル
リンがその両方のぶつかり合いのその不穏な地区とな
っているわけですから、１つのドイツが２つに分けら
れちゃったんですね、負けたせいで。日本はそれがな
かったんですけれども、朝鮮半島からは引き揚げると
いうことをしたのが日本だったわけです。
　日本はほんとにあのときひどくて、皆さんもちろ
んまだ生まれておられないですけども、私はそのと
き小学校の３年生とか４年生でした。だから戦争の
怖さも知っています。家の中に防空壕がちゃんと掘
ってあって、東京大空襲もありまして東京も結構燃
えたんですけど、そういうときにはちゃんと自分の
家の庭、その庭といっても100坪ぐらいのところは
結構あって、当時は人間はそれほど多くないので、
東京の真ん中でも結構自分の家、みんな庭がありま
したから、その中に隠れてました。
　そういうことを実際に知っている人は、もう非常
に少なくなっています。少なくとも75歳以上の人じ
ゃないと、実際に空襲警報が鳴るようなことは知ら
ないと思いますけど、特に沖縄の人は非常にひどい
目に遭いました。沖縄のおじいちゃん、おばあちゃ
んとか、おじいさんとおばあちゃんと一緒に暮らし
ていたような70歳以上とか60歳以上の人は、子ども
でもその悲惨なところを知っているはずです。
　しかも沖縄では、空襲でやられた部分もあります
が、実際に陸戦でアメリカ兵がどんどん南へ南へと
来るわけですので、沖縄の古い人たちに聞くと、ほ
んとにあれはかわいそうだと思いますね。もう明日
戦車が来るぞと分かっていて、実際に戦車が来るわ

けです。日本は戦車もないので、どんどん人が殺さ
れていくわけです。それで最終的には、みんな現地
の人たちは南のほうで、身を投げて死ぬようなこと
があるわけです。そういうことをまだ体験したこと
が少しでもある人たちに話を聞くと、あのじわじわ
と明日来るぞという、陸上で来るという恐ろしさ。
この戦争でたくさんの人たちが殺されたということ
は、ほんとにすごい大変だと思います。

戦後、日本の成長期のかげに朝鮮戦争

　それで、戦後は日本は非常に調子よく、アメリカ
の占領下でうまく行ったわけです。なぜうまく行っ
たのでしょうか。これは、さっき言ったように民主
主義というアメリカ、ヨーロッパと、共産主義とい
う中国とそれからソ連との戦いの構図で朝鮮戦争が
起こったわけです。つまり日本が引き揚げたあとの
朝鮮半島で共産主義の国の中国と、それから日本じ
ゃないけどアメリカ軍が戦うわけですよ。その結果
どうなったかと言うと、今、北朝鮮と韓国（南朝
鮮）に分かれちゃったということで朝鮮の人たちと
いうのはほんとにひどい目に遭って、まだ一緒にな
れないということがずっと続いているわけです。
　私は実はあるときにホウ先生という、そのときの
南の人ですけれども、その人が見つけたウイルスが
あるんですね。ハンタウイルスというんですけど、
その方がちょうど私が学術会議の会長になった頃、
1980年代ですけど、これが慢性の肺の病気にも関係
あるんじゃないかって一時はそういうのもあったの
で、その先生のところに行きました。
　ちょうど学術会議の会長になった頃だったので、
向こうの韓国のナショナルアカデミートップがその
先生だったので、先生に会いに行ってお話もしたん
ですけど、あなたはその新しいウイルスを見つけて、
もうほんとに私が尊敬する研究者の一人なんだって
いう話をしに行ったんです。そしたらその先生が大
歓迎をしてくれて、いろんなお話をして、それから
何回か韓国のそういう学者の先生たちとお話をして、
日韓のこともやりましたけども、そのときその先生
が言ったことが強く印象に残っています。
　私より年上で、もう90歳過ぎてもう亡くなりまし
たけども、「私が死ぬまでにどうしてもしたいこと
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があるんだ」。「何ですか」と言ったら、「どうして
もお母さんに会いたいんだ。お母さんがまだ生きて
いることは知っているんだ」と。「どうして会えな
いんだ」って言ったら、「お母さん、北朝鮮にいる
んですよ」と。だから、そういう悲劇ね。だから北
と南の朝鮮と両方に分かれたので、親子が死ぬまで
会えない。「どうしてもお母さんだけには会いたい」
って言っていたような悲劇がお隣の朝鮮半島では起
こって、今だに続いているんだということを、皆さ
んどのぐらい感じたことがありますかっていうこと
なんですよ。
　だから私は、日本はすごくうまく行ったのはなぜ
かと言うと、朝鮮半島で戦争が起こったからこそ、
やっぱり日本がアメリカの基地のトップのベースに
なって朝鮮半島を戦っていたわけです。その日本が
引き揚げた朝鮮半島では、北朝鮮と南朝鮮、韓国で
まだ１つになれてないじゃないですか。これが第二
次大戦の日米の戦争の結果で、朝鮮半島に起こった
ことなんです。ということをどのぐらい日本の人た
ちは感じているのかなということを私は言いたくて、
時々こういう話をしています。お隣でほんと日本に、
日本の植民地だったのがこんなことがあってまだ１
つになれない。この悲劇というのは、ほんとにそう
いう人たちがいたんだなぁということをぜひ考えて
ほしいと思います。
　

日本の成長期、徐々に増える
大学進学率や留学

　それで1970年代の終わり頃からたくさんの大学の
人たちがアメリカに留学する人が増えてきました。
私の場合、アメリカに行ったのは1960年代の終わり
です。あと医学博士になりまして、その後ポスド
ク（ポストドクターの略。博士号を取得し、大学院
を操業してから任期付きの研究職に就く人。博士研
究員）というポストができておりまして、そこに２、
３年行ってみんな帰ってくるという人がほとんどで
した。
　ところが、私は内科の専門なんですけど、その後、
内科だと日本はみんな医学博士を取りますから、大
学院にも行って、私はその後ポスドクとしてペンシ
ルベニア大学に行きました。そのときの研究は、腎

臓の研究をしていたんですけども、当時は腎臓の画
期的なものは人工透析という人工腎臓ですね、人工
透析というのがアメリカから始まって、私も先生か
ら「最近、人工腎臓というのがあるんだけども、あ
なたはそれの研究をしてはどうですか」と言われた
ので、それを早速調べ始めたんですが、その頃よう
やっと医学部のライブラリーができ始めるというこ
とが起こります。
　これはロックフェラーのおかげでできるんですけ
ど、それでそういうジャーナルを買える人というの
は一部の先生だけですね。ですから、教授のところ
に行って見せてもらって本を読ませてもらったりし
たんですが、それでその人工腎臓ということは何か
って分かりましたので、それを始めるために日本に
は何もないので私は、ちょうどアメリカの基地の病
院があるわけですね。立川にアメリカの基地があり
ますので、病気になる人もいるので、小さな病院と
それからお医者さんがいました。
　何でその頃にあったかというと、朝鮮半島の後に、
またその共産党と民主主義のぶつかり合いが起こっ
たのがベトナムでした。ベトナム戦争ですよ。朝鮮
半島の後はベトナムでまた戦争が続いてるわけです。
ベトナムの戦争に行くのはもちろん、アメリカ兵が
どんどん行くわけで、ベトナムに飛行機を飛ばすた
めにはどこを基地にするかというと、１つは立川に
ある基地とそれから何カ所か日本に基地があります
が、もう一つはフィリピンですね。そういうところ
を基地にして、ベトナムに飛行機を飛ばして兵隊が
行って、これは長い戦争になって、結局戦争が終わ
るのは1972年ぐらいだったと思いますが、これは北
ベトナムの勝ちということで、アメリカは負けるわ
けです。
　その頃に、私はまだアメリカにいました。最初ペ
ンシルベニア大学に２年いて研究をさせてもらいま
した。多くの日本人がいわゆる博士を取った後、ポ
スドクというところでアメリカに行って、２、３年
行って帰ってきました。このポスドクという制度も、
戦後のアメリカでできた制度です。
　何でそんな制度ができたかと言うと、まだ日本は
アメリカの占領下ですが、冷戦になったので多くの
人がアメリカに行った理由は、１つは大学に行く人
が増えたということです。昭和20年、戦争に負けた
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頃に、日本はどのぐらいの人が大学に行っていたと
思いますか。昭和20年では、日本の18歳人口、どの
ぐらい大学へ行った人がいるかというと３％ぐらい
です。たった３％ぐらいの人しか大学へ行かないん
ですよ。
　ところが、今どのぐらいか。そのうち日本は成長
してきて、いわゆる1960年、戦争から15年経った頃
には、オリンピックを日本に持って来るという話が
決まります。それが1960年ぐらいに決まって、64年
に東京オリンピックが始まるわけですが、その1960
年頃は、日本の大学進学率は大体10％です。大体10
％の人が大学へ行くというのは、それだけの大学を
つくるわけです。だから、大学も増えるわけです。
　その４年後にオリンピックをやります。だから、
どんどん日本は経済成長して調子よかったんです。
一方で朝鮮半島では相変わらず戦争をして、その頃
には一応停戦ということで激しい戦闘は終わってい
るわけですが、今もまだ南北に分かれてまだ一緒に
なれないという、日本が引き揚げた後の朝鮮は非常
にひどい目に遭っています。そういうことをみなさ
んにもどうか知ってほしいと思います。
　隣だったんですよ。しかも日本が占領していたん
です。日本が引き揚げた後でこの悲劇が起こって、
その後ベトナムで戦争があって、日本はアメリカの
先端の基地としてずっといたわけですから、それで
日本にはアメリカの物がたくさん入ってきて、ラジ
オだ、テレビだ、Wi-Fi だとかいろんなものが入っ
てきて、そういうもの、たくさんの工業製品が日本
に入ってくると、日本はそれをつくるのがうまいん
ですよ。そういうもの、つくったものを軽くちっち
ゃく薄くするというのは日本人が得意なところで、
それがまたアメリカ人がどんどん来るのでばか売れ
するんです。
　日本はこんなに小さくした、こんなに薄くしたと
いうことで猛烈に売れて、形のあるものを真似して
つくるのはすごくうまいので、カメラなんかももの
すごくいいのがどんどんできるわけです。それをア
メリカの兵隊さんたちとか軍人がどんどん買ってく
れるということで、日本が高度成長したんです。
　つまり日本の高度成長は、自由主義と共産主義の
ぶつかり合いの、まだ半分に分かれたままの朝鮮半
島、その後のベトナム戦争、そういうのがあるので、

日本はアメリカからいろんなものが来て、アメリカ
兵が来るので、それで日本は大成功して、日本のつ
くったものは素晴らしいよねと言って、アメリカが
どんどん買うようになったという背景があったとい
うことをよく認識してくださいね。そういう日本の
繁栄の陰にはその犠牲になった人たちが周りにどれ
だけいるかということを、認識していることはすご
く大事だと思っています。
　そうするうちに大学の進学率も高くなってくるん
ですね。昭和の20年、戦争が終わった頃は、日本の
18歳人口の３％ぐらいしか大学へ行ってなかった。
　最近どのぐらいになっているか、知っていますか。
2000年にはどのぐらいになったかというと、日本の
大学進学率は大体50％になっていて、それに見合う
だけの大学ができています。私立大学、公立大学も
そうです。
　何でそんなに多くなっちゃったのかというと、そ
れはアメリカでも大学がどんどん増えていったから
です。つまりアメリカと同じようなことをしていて、
うまく行っていた日本ということです。そういうこ
とは、どのぐらいみんな意識しているのかなと思う
んですよね。日本はほんとに独立しているのかなと
いうと、完全な独立した国にはまだなってないと思
います。つまり、大きなことはアメリカがオッケー
しないとできないという、下田会議以来の状態はま
だ続いているように思われまして、まぁ役所の人は
知っていますし、そういうことはあまり書きません
けど、完全な独立した国家にはまだなってないんだ
なということが考えられています。私あまりそんな
こと言いたくないんだけど、今でも大事なことを決
めるときには、アメリカがオッケーすることが前提
ということになっているんじゃないかなと思います。

日本の経済成長の終焉

　だけど、日本の経済成長が止まっちゃったのはい
つ頃だと思いますか。大体1980年代ですね。何が起
こったんでしょうか。まず第１に、ベトナム戦争が
終わったということがあります。そして東西の冷戦
がなくなったわけです。最終的にソ連の方からそれ
をもうやめましょうというそのテンションがソ連と
アメリカの間でできて、今のところは一応は収まっ
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ていて、完全にはなっていませんけど、少なくとも
冷戦というテンションはものすごい高いところはな
くなったですね。
　日本が完全に降参したのは、もちろん広島・長崎
の原爆の話がありますし、アメリカもとんでもない
ことをしたと思いますけれども、その後、今度原発
を1970年代にアメリカで、これは結構発電にも使え
ると言ってつくり出したときに、日本もそれを真似
するわけです。
　それはなぜかと言えば、人口も増え、大きな戦争
がなくなって、東西のぶつかり合いも戦争はなくな
りつつあって、それで非常に平和で成長したパック
ス・アメリカーナというような話がずっと続いてい
たわけです。その間に日本もその下請けではありま
せんが、アメリカが好きになるようなすごくいいも
のをたくさん作った。それが日本の成功物語だった
わけですよ。
　ところが、いつから変わったかといえば、それは
私の考えでは、冷戦構造が終わった、つまりドイツ
でも、東西のベルリンが１つになって、冷戦が終わ
ったという東西がなくなったのは1980年代の終わり
ですけれども、それからはグローバル時代になった
わけです。
　その頃に何でグローバル時代になったかって、１
つはコンピュータです。コンピュータというものは
もちろん軍事でできたところもありますが、コンピ
ュータを使うことはいいんですが、なかなか普通の
人には使えなかったんですけども、コンピュータが
つながって、皆さんが最初コンピュータに触りだし
たのは1970年代の終わりだと思いますが、そのとき
に出たものが、知っているかな、難しいのはいろい
ろあると思うんだけど Apple Ⅱということですね、
アップル。

UCLA 教授から帰国へ
　
　アメリカではみんなポスドクで２、３年行ってい
たんですよ、日本の人がたくさん。私も同じように
ポスドクで行ったんですけど、何かアメリカが楽し
くなっちゃって、カリフォルニア大学に行ってそこ
でまた面白いので、楽しいので、そのままいること
にしちゃった。日本はルールとして３年、４年以上

いると、基本的には元のポストには帰れないという
ことになっていたんです。
　そういうときにどう決めるかっていうのが人間大
事なんだけど、私はいることになってしまったので、
だけど競争相手は、30代の半ばぐらいの若いお医者
さんです。この人たちと競争するという話で見てみ
ると、向こうももちろん移民が多いんですけど、ま
ずカリフォルニアの医師の免許を取らなくちゃいけ
ない。
　向こうから移民も来るので、こういうふうにした
ら取れるよっていうことをみんな教えてくれるので、
いろいろ調べて、結局カリフォルニアのライセンス
の試験を受けに行きました。そうするとようやく一
人前の医者として競争できるわけですが、調べてみ
るとカリフォルニア州、あそこは州ですから、カリ
フォルニアとニューヨークとフロリダの医師の免許
は非常に難しいということが分かりました。なぜか
というと、お金持ちのお客さんが多いので、向こう
は州制ですからね、だからそこのお医者さんはやっ
ぱり難しいんですよ、みんな来たくなるから。
　でも、おかげさまでその試験には受かって、受か
ると１年間インターンやらなくちゃいけないです。
やっぱり臨床できなくちゃいけませんから。それも
その病院でやらせてもらって、その後は今度、私は
内科の専門医でしたから、だから内科の専門医制度
というのがアメリカにはあるんですね。だからそれ
も受けなくちゃならなくて、カリフォルニア州は結
構厳しいので３日間の試験なんです。
　その３日間の試験も一応受かりまして、ちょうど
1972年ぐらいですけど、私は腎臓を専攻していまし
たから、腎臓の専攻というのはその頃アメリカでも
できて、これは内科の専門医は持ってなきゃ駄目な
んですけど、それもだからできたので受けました。
　というわけで、フルに免許のそこにいる権利もも
らったし、アメリカの人間ではありませんけど、そ
の移民の資格をもらって、カリフォルニアの大学の
スタッフにもなり、その資格も取り、専門医にもな
り、腎臓の専門医になりっていうように、病院を３
つぐらい、向こうはどんどん病院にいろんなところ
へ、良くなると引っ張られますから３回移って、そ
れで UCLA の教授になって、UCLA には大きな病
院が４つあるんですけども、そのうちの１つの腎臓
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のチーフになって、結構もう十何年住んで、子ども
２人目もつくってハッピーだなと思っていました。
　なんですが、突然東大の教授にならないかみたい
な話も出てきたんですけども、東大を選ぶのもそう
ですけど、教授会で一応選挙をして、キャンディデ
ート（立候補者、志願者）をやって、みんな教授会
で投票しますからね。私は１位で、だからノミネー
トされたんですけど、結局教授会全部で選びますか
ら負けました。そんな時に私の恩師の１人が日本か
らロサンゼルスまで来られて、「これからおまえが
必要だから、私のところの助教授があいたから、も
う何が何でも帰ってこい」って言われたので、私帰
ることにしました。
　ちょっと残念でしたね。と言うのもその頃は普通
の大学の先生としてやっていて、ちょっと山越えも
そうですけども車で20、30分で行けるところなので、
そこに家を買ってプールも付いているし、あぁ大学
の先生でこんなところに住めるんだって非常にハッ
ピーだったんです。
　ジャクソン５ってグループがありましたよね。あ
のマイケル・ジャクソンがいるところ。ジャクソン
５は解散しちゃったんですが。一番若いマイケル・

ジャクソンがうちの近所に引っ越してきました。だ
から彼に、近所にあるスーパーマーケットで何回か
会いましたけど、まだ13歳から14歳ぐらいかな、一
番の下の子だから。そういう人たちも買って住んで
いるような家が、うちの近所だから、相当いい場所
だって分かるでしょう。
　

今後の日本に必要な次世代の教育

　そんなことで日本の助教授で帰ってきましたけど
も、何年か後に私が本当にしたくなったのは、やっ
ぱり次の世代のお医者さんを育てる教育というのが
一番大事だなと思って、一生懸命やれることをやり
ました。
　あの頃、東大は60歳で定年なんですけど、定年に
なる前に、私いろんなこと発言していたし、アメリ
カの医学制度のことなども、そういう話もたくさん
していました。学会でもしゃべっていたし、いろん
な学会の委員長もやらせてもらいましたけど、なぜ
かびっくりしたことに、東海大学が医学部長として
来ませんかという話を定年の１年前に言われまして、
私その頃、東海大学もアメリカもそうでしたけど医
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学部が、ものすごく医学教育が変わり始めたときで
したから、私もいろいろそういう話をしていたので、
呼ばれたのでほんとに嬉しくて移ることにしました。
移ってから医学部の改革とか、アメリカの改革とか、
いろんなことに沿ったようなことをやることができ
てほんとに嬉しかったと思います。
　そうやっているうちに、私の発言も結構皆さんが
分かるようになってきてというか、学術会議のメン
バーなんかもさせていただいて、これもまた調べて
みると、アメリカのナショナルアカデミーの真似し
たんだなということがすぐ分かってきて、そんなこ
とを発言しているうちに「学術会議の会長になりな
さい」なんて言われちゃって、そのときは学術会議
の性格なども分かっていたので引き受けることにし
て、それでいろいろなことをまたやりました。

「規制の虜」で失敗から
学ばない国、日本

　そんなことをやっているうちに12年前、2011年に
福島の事故が起きたわけですよ。あのとき、みんな
ほんとに大変だったと思います。皆さんは何してい
ました、あの頃。あの頃、私は、既にネットの時代
でしたから、どんどんネットをフォローしていると
何があるかというと、日本の政府が、この福島で何
が起こって何をするっていろんなことを言っていま
すよ。だけど今ではそんなことやっていても、みん
なすぐに英語で分かっちゃいますから。
　それであの頃は、原発はグローバル・ウォーミン
グ ( 地球温暖化 ) などがあって、非常に増やさなく
ちゃいけないというので、世界中で400基ぐらいあ
りました。中国でも幾つもつくっていました。日本
でも50基ぐらいありました。どんどん増えていたん
です。でも日本で事故が起こったということは、日
本みたいな工業製品とかものづくりが非常に素晴ら
しい国で、あんなことが起こったということには世
界中がびっくりしたと思いますけども、もうネット
の時代ですので、世界のエキスパートは何を言って
いるかが分かっちゃったんですね。
　それで私は、議員先生のところにも行ったし官邸
にも行って、こういうときはもう世界中に分かっち
ゃっているんだから、世界の人たち、エキスパート

を集めた検証委員会をつくんなくちゃいけないとい
うことをずっと言っていたんです。言っていたんだ
けど、なかなかうまく行きませんでした。だけど、
あれが一応収まったときに官邸から呼ばれて、今度
福島で何が起こったのかというのをちゃんと検証す
るという委員会をつくることを立法府で決めたと。
ついては、あなたがその委員長でこの10人でやって
くれと言われました。
　それは嬉しかったんですけど、だけどやり方は世
界中が見ているわけですから、委員会での私の条件
は、委員会をいつどこでやるということを全部ネッ
トでアナウンスすること。ですから世界でも見える
ようにしていたわけですよ。そしてその委員会は完
全にネットで公開をして、しかも日本語でしゃべっ
ていますけど、英語の同時通訳も入れること。だか
ら世界中で、何をしゃべっているかって全部発信し
ていましたから、それで大体６カ月って言われてた
ので６カ月で終わりました。
　それでやっているうちに気がついたのは、「規制
の虜」（規制する側 < 経産省原子力安全・保安院や
原子力安全委員会など > が、規制される側 < 東京
電力などの電力会社 > に取り込まれ、本来の役割
を果たさないことを意味する。その結果「日本の原
発ではシビアアクシデント < 過酷事故 > は起こら
ない」という虚構が罷り通ることとなったのであ
る < 黒川清著：「規制の虜」より >）ということで
す。「規制の虜」ってコンセプトがあることは分か
ったんですが、政府が無責任に原子力発電所の運転
をやっていたんですよ。つまり、世界はどんどん変
わっていたんだけど、しかもその頃、世界は冷戦の
後にテロとかいろんなことがありました。9.11のテ
ロもありましたので、これがやっぱり起こったとい
うことは非常に大事な問題で、原子力発電はいい目
標となっちゃうわけですよ、テロリストにしてみれ
ば。それをちゃんと守ってなかったんですね。
　「規制の虜」というキーワードがあるということ
が分かりまして、つまり政府は、電力会社とかいろ
んなものが、きちんとやっているかということをチ
ェックする責任があるんですよ。そのチェックをち
ゃんとやってないということが分かったので、「規
制の虜」ということになっているんだと。この「規
制の虜」というコンセプトは、政府は産業界がやっ
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ていることをきちんとルールに合わせることの責任
があるということです。それをやってなかった。つ
まり、原発のルールというのは、世界のすう勢はど
んどん厳しくなっていったんだけど、日本はちゃん
とやってなかったということです。
　「規制の虜」というのは元々はジョージ・スティ
グラーという人が考えた、経済学者の説ですけど、
そういう政府の失敗というコンセプトで彼はノーベ
ル経済学賞をもらっています。日本はそうだったん
だということが分かった。
　それから今12年経っています。日本はどのぐらい
原発のコントロールがうまく行っているのかという
ことを、みんなにちゃんと知ってほしいです。きち
んとやっているかどうか、いろいろ調べてください。
それを常に皆さんがプレッシャーを掛けないといけ
ません。
　もう１回起きたら、広島、長崎、福島、また日本
かということで、日本の信頼は完全に沈没します。
失敗から学ばない国だということが分かっちゃいま
す。ということを皆さんと共有しておきたいです。
　この間も実は衆議院で「そのフォローアップをし
なさい」と言われので、衆議院でやったんですけ
ど、「今ウクライナで何が起こっているか分かりま
すか」ということをまず衆議院の先生たちに言いま
した。50人ほど来られたんですけども。なぜかと言
えば、国会事故調の報告書の最後にこういうことが
書いてあります。
　「私たちは、立法府に頼まれてこの分析をしまし
た。これは日本もきちんとした対応をしていなかっ
たということなんです。ですから、それをちゃんと
立法府の人はフォローしてください」ということを
書いてあるので、立法府ではちゃんとそれをやって
いるかという委員会は一応つくってありますが、ま
だ数回しかやっていませんが、私がまだ委員長をさ
せられているので、「もう替えてくれ」と言ってい
るんですけど、久し振りにこの間やりました。
　そのときに先生方に言ったんですが、「今ウクラ
イナで起こっていることは何だか分かっているんで
しょうね。日本は大丈夫だと思っているんですか。
もし大丈夫じゃなかったら、それは立法府、法律を
つくる先生たち、あなたたちの責任なんですよ。役
所の責任じゃありませんよ」という話をしました。

これも公開してあります。議事録は出ています。皆
さんも読もうと思えば読めます。

これからの日本に不可欠な
海外からの視点と交流

　というようなことで、今までの日本はやっていた
んです。これからの日本はどうしようかというのは、
誰がどのように教えるんでしょうか。それは私は１
つには、大学の先生たちは当然大人ですし、それだ
けの人たちですから知ってなくちゃいけません。大
学の人、大学の先生、いや学生になれば、そのぐら
いのことは自分でも調べられるはずです。ぜひそう
いうことを広げて、二度とこんなことは起こしたく
ないという国民が増えない限り民主主義は機能しま
せん。
　ということで、先日あったこのフォローアップの
委員会では、50人ほどの超党派の議員先生が来られ
ましたけども、そのとき私はこういうふうに言いま
した。「あなたたちは国会議員ですから、法律をつ
くる責任者ですよ。ですから行政から来る新しい政
策とか、いろんなことが来ますけども、その政策は
必ず衆参両議院で議論します。決めているのは立法
府なんです。議員さんなんです」。
　だから、その議員さんたちに「あなたたちは、日
本の法律を決めている責任者なんですよ。それがう
まく行かなかったときは、自分たちがそれを直すと
いう責任があるということを分かっているんです
か」ということから始めましたけど、皆さんそうい
うことを思っていますか。
　企業でも困ったときに霞ヶ関に行くというのは、
民主主義になってない証拠じゃないかって私が言っ
ているのはそういう意味です。やっぱり議員さんが
大事なんですよ。法律を変えなくちゃいけない。こ
ういうことを皆さんに、私は言っておきたいなと思
っております。
　それで福島の事故というのは、日本では初めてあ
れだけの事故を、役所や専門家が調査するわけじゃ
なくて、私たちのような第三者に調べさせたわけで
す。ですから、私はそれを全部オンラインで公開し
て、しかも会議の日時もアナウンスして、英語の同
時通訳も入れて、それ、ですから消すこともできな
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い。世界中がそれを知っている。だから、日本がし
っかりやってくださいという意味です。
　皆さんは何をするにしても、グローバルでネット
があって世界中が見ているんだということを十分認
識しながら研究をし、教育をし、学生さんは勉強し
て、次の世代は何なんだということをしっかりやっ
てくれるということが、それぞれの大学、役所、そ
れからやっぱり特に大事なのは立法府である知事さ
ん、それから知事のスタッフの人たち、そして内閣、
議員さんですよね、国会議員の役割というのは非常
に大事です。
　ということを皆さんにぜひ理解してもらって、
立法府が決めるというのは、立法府は法律を決め
るところ、その決まった法律をきちんとやるのが
行政府の責任なんですよ。という話を、あなたた
ちに私は伝えたいと思います。つまり、日本の認
識は自分たちでつくっていく。議員さんを選ぶの
は自分たちで選んでいく。もちろん知事さんも自
分たちで選んでいく。自治体にはどんどん皆さん
要求をしなさい。その要求はやっぱり世界から見
た、例えばあなたたち県の素晴らしいところは何
なのか、ということを世界に知ってもらおうじゃ
ないですか。
　私ができる。あなたたち、できない。そんなこと
ないですよ、今はインターネットが世界中につなが
っちゃっているんですから。知事さん達もものすご
く頑張っていますよ。だから、うちの知事はどうな
んだよということを、知事さんなんて断る必要ない
んですよ。いろんなインターネットで友だちをつく
るということから言うと、私が知事さんにお願いし
たいことは、その国に、その県にいるまだ若い人た
ち、小学校、中学校、高校、大学に行くときなんか
は、高校生なんかはぜひ外の大学に行ったらどうだ
ろうかということを、エンカレッジしてもらいたい
なと思います。
　というと、例えばイギリスでもどこでもいいし、ア
メリカでもいいし、ああいうところは入学試験なんか
ありませんから。だからそういうところに入ると猛烈
に勉強させられますけれども、今私が言ったような郷
土を思う心、日本を思う心、やっぱり日本のいいとこ
ろは誇りに思っているんだけど、日本に足りないとこ
ろはこうなんだよということに気がつくようになりま

す。
　そうするとそういう人が増えれば増えるほど、知
事さんにこういうことをしてほしいんだ、私たちは
こういうことをしたいんだ、こんなことをしましょ
うよという声が増えてきて、やっぱり知事さんにも
プレッシャーになるけど、知事さんにも、私たちの
高知県でもこんなになれるんだよっていう話ができ
ると思うんですね。
　ですから、私が今若い人たちに言っているのは、
特に大学になったら１年ぐらい休学してどっかへ行
ってこいよと。アフリカでもいいしアメリカでもい
いし、つまり大学は１年休んだって困らないんだか
ら、４年の授業料で１年休んで５年掛けて卒業しよ
うって話をしているんですけど、なかなかみんな広
げてくれないんですね、企業も新卒にこだわっちゃ
ってるところがまた問題なんですけども。
　だから一浪しても同じことなんだから、やっぱり
４年の授業料で５年を掛けて卒業しようと。その１
年間はどこかほかの国に行く。インドに行ってもい
いし、アフリカでもいいし中国でもいい。いろんな
ところに行ってもいいし、なぜかと言うと、同じよ
うな年頃の人たちと友だちになりますよ。そういう
ところの大学に行っててもいいですよ。
　１年休学してでもいいし、向こうの大学と知事さ
んが MOA を模索して、向こうから２、３人来いよ、
こっちからも２、３人毎年送るからねと言ってやる
と、フィリピンなんかはみんな英語ですからいいと
思うんだけど、そうすると「今度高知から出てきた
学生ってすごいよね」って、「みんな、何か世界の
いろんなやつと同じような友だちと、たくさん友だ
ちつくってくるんだよね」って話になるだろうと思
いますので、ぜひそんなことを考えてもらえると嬉
しいなと思います。
　というのはどうでしょうかねというのが、私の十
何年もアメリカでキャリアをつくった人としては、
日本のいいところは分かるんだけど、日本の弱いと
ころが非常に分かってきて、これがすごく健全な愛
国心になるんです。日本の中、良くしてくれよ。
　いろんな意味で尊敬されているんだけど、もっと
これやればいいじゃないのというのは、１人１人が
そういうことを見つけてきて、将来のリーダーにな
るような同じような年頃の人が、あぁ私はイギリス
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にも友だちがいるし、そういえばドイツにもいるし、
結構私は中国とかインドにもたくさんいるんだよね
なんていう子どもたちが何人も高知県から出てくる
と、高知県のあり方も PR アジェンダになりますし、
なんかすごくワクワクするような国になってくるん
じゃないかなと思いますし、高知の大学とか病院と
かいろんなところにも、海外からの若者が１年ぐら
い研修に行きたいなぁなんてことが起きてくるんじ
ゃないだろうかというのが私の気持ちで、私がだか
ら若い人たちに言っているのは、「休学のすすめ」
ということを言っています。
　休学してどっか行ってこようということで、そ
ういうことを例えば１つの町とか、それからやっ
ぱりそういう県の中でやってみると、何となく変
わってくると思います、いろんなところが。国全
体でやろうとすると、非常に難しいので、やっぱ
り都道府県とかのレベルで若い人の１年交換、こ
っちから１年行かせるから向こうからも来いよと。
高知にある大学の中でもいろんなところから違っ
た国の学生さんがどんどん来るようになると、日
本大好きになってくる人はたくさん増えてくるし、
先生も片言でもいいので、いろんなときに時々英
語で話すとか、英語の授業が増えてくるのも悪い
ことじゃないので、ぜひ知事さんが思い切ったこ
とを少しずつ始めると、なんか坂本龍馬ではない
んだけど、やっぱりそういう変人というか、変わ
ったことだけどいいことをやる人というのは非常
にこれから大事だと思います。
　というふうなことで私のプレゼンを終わらせて
いただいて、Q ＆ A に入りませんか、というのが
私の提案なんですけど、いかがでしょうか。

（司会）

　黒川先生、ありがとうございました。
　先生がお話の中でアメリカに留学された経過なん
かもお話しされましたが、それはお手元に配布した

『時代の証言者』という、これは読売新聞のですね、
昨年の５月から７月にかけて連載されたもののコピ
ーを付けてありますので、また後からでもご覧にな
っていただければ、現地でどういう苦労をされたの
かなども書かれていますから、分かると思います。
　それでは、とりあえず先生からのお話は一旦ここ

で区切るとしまして、ご質問、質疑応答の時間をと
りたいと思いますが、とりあえず会場の皆さん、今
のお話を受けて黒川先生にご質問等があれば、すい
ません、挙手をしていただいて、お名前をおっしゃ
っていただいたうえでご発言いただけたら幸いです。
よろしくお願いいたします。
　いかがでしょうか。ではどうぞ。

（会場）

　どうも今日はありがとうございました。私、田中
正晴といいます。今日のお話なんですけどちょっと
ずれるかもしれませんけども、先生の今日のお話で、
立法府が法律決めるっていう話をされてましたよね。
　立法、法律を決めるっていう。その部分なんです
けど、今国政選挙であれですよ、投票率が50％、そ
れから地方選挙等ありますけど、あれだと30％ぐら
いじゃないか、30％前後ですね。
　これ上げる方法というのは分かりませんか。これ
が質問です。

（黒川）

　これはすごく大事な問題で、まずいですよ、こん
な低い投票率は。これはやっぱり政府もそうだし、
大学もそうだし、みんながとにかく投票に行こうと
いうようにしないと民主主義は機能しないですよ。
だからこんな30％なんて言っているのは、ほんとに
みんな、それは国民の責任じゃないかと思うんだけ
ど、しかし政府もしょっちゅうそういうことを言っ
てなくちゃいけないですよ。立法府の先生たちも言
わなくちゃいけないですよ。とにかく投票に行くと
いう、民主主義というのはそれをしないんだったら
もうやっていてもしょうがないですよ、ということ
だと思います。
　ぜひ大学も中学もみんなそうだけど、議員さんも
とにかく投票してよということを、みんながいろん
なことを言ってないと、30％なんてのは、みんな政
治に興味がなくなっちゃっているのね。これ理解で
きないですよ。すごく大事な問題です。

（会場）

　どうもありがとうございました。
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（司会）

　次の方、どうぞ。

（会場）

　先生、今日はありがとうございます。東森歩と申
します。高知県自治研究センターに所属している者
になります。
　先ほどの方の質問とも関係しますが、私の考えは、
投票に行こうというのも大事だと思うんですけど、
立候補するという被選挙権行使をもっと促進をする
というところが、もしかして選挙の投票率を上げる
ことの入口かなというふうに考えております。
　それはそれとしまして、私、コロナ、新型コロナ
ウイルスに関する質問といいますか意見なんですけ
ども、いまだにアメリカに入国するのにコロナワク
チンの接種義務が課せられていまして、そのコロナ
ワクチンを接種しないといけない企業が７社、８社
ぐらいあるんですけども、指定されているものが、
そのうち半数近くがアメリカ企業になっていると。
つまりアメリカに渡航しようとする人は、アメリカ
製品を購入しなければ入国できないという条件が課
されているという、この不均衡さに非常に不満を持
っておりまして、今日先生ご用意いただいた資料の
内容が、このコロナウイルスに関するデータが各種
出ておりまして、私、この日本がワクチンの開発で
周回遅れというふうに言われてもう久しいと思うん
ですけども、先生の見解がありましたら、この資料
に基づいて幾つかご紹介をいただけたらと思います
が、いかがでしょうか。

（黒川）

　資料を付けたのは、実を言うとコロナですけども、
最初アメリカで大騒ぎしていましたよね、ニュース
なんかでもそうなんだけど。あれはジョンズ・ホプ
キンス大学のデータだと思うんですけれども、アメ
リカではあの頃バタバタ死んでいるんですよ、あれ
見ると分かると思うんですけど。
　もう３年目ですけど、最初の１年半とか２年まで、
アメリカはみんなが死ぬと、死んだ理由というのは
みんな書きますよね。この死因というのはそんなに
間違わないですよ。だけどアメリカ、イギリス、フ
ランスは、あの最初の１年半ぐらいの死因のトップ

はコロナなんです。だから、あれだけ大騒ぎしてい
たんです。毎日たくさんの人が死ぬんだけど、アメ
リカ、イギリス、フランスが死因のトップはコロナ
なんて信じられないでしょう。それは日本がずっと
少ないからなんです。何で少ないか分からないんだ
けど、とにかくあの人たちが大騒ぎしていたのはそ
のコロナでバタバタ死んでいるからなんですよね。
　それであのときメッセンジャー RNA で作ったじ
ゃないですか、抗体を。あれもカタリン・カリコさ
んという人、元々ハンガリーの人ですけど、あの人
たちもそんなことが役に立つとは思ってなかったん
だけど、どうやってタンパクが作れるのかなとい
う話でメッセンジャー RNA を作っていたんですね。
それを作っていたのはカリコさんがやった仕事、ペ
ンシルベニア大学でやったんですけれども、たまた
まそれが役に立ったということなんです。
　研究というのは、役に立つことじゃなくて何かを
知りたいから一生懸命やっているだけの話で、これ
を見て、あっ、こういうことができるんだっていう
話になって初めて会社が買っちゃったわけです。カ
リコさんが副社長になっていたじゃないですか。あ
れは何でかというと、こんなものが起こるからだと
思ってやっていたわけじゃないんですよね。
　それで彼女がやったことが画期的だったから、彼
女が何の役に立つかっていうのは、簡単にタンパク
が作れるからってやっていただけの話なので、タン
パクをつくって抗体が作れるということをやってい
ただけなので、ビオンテック社がそれを見つけて、
彼女をすぐに引っ張ってきちゃったわけですよ。だ
けど目的はコロナじゃなかったんだと思います。コ
ロナは明らかにその前に、もう20年から言われてい
たがんの治療に何か抗体ができるんじゃないかとか、
そういうのがどんどんあったので、多分それでビオ
ンテック社は使っていたんじゃないかと思います。
　だけどそれがたまたまこの研究の成果、あぁこれ
で抗体できるんだって話で、作るのはその抗体にな
るようなものをすぐにその DNA で作っちゃったわ
けですね、RNA で。だから、これがたまたま偶然
コロナで役に立ったっていうことを、その研究はそ
のためにやっていたわけじゃないんだけど、そうい
う意味で素晴らしかったなと思います。
　日本だとどうしても役に立つということが先に来
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ちゃうところがちょっとまずいんじゃないかなと、
知りたいことを一生懸命やれって私は言っているん
ですけどね。それが研究というものだと思うんです
よ。何でこうなるんだろうって話を一生懸命知りた
いというのが研究者だから。
　だからワクチンがバッとできるようになったという
のは、先見の明があって、ビオンテック社はパッと彼
女をとってきちゃって、それで副社長にしちゃってい
たのが、たまたまコロナが来たもんだから、それで抗
体をすぐに作れちゃったって話なんですね。だけど彼
らはがんの治療とか、そういうことを考えていたと思
いますよ、元々は。だけど、これで一気にお金持ちに
なっちゃったっていうのがまた偶然ですよね。

（会場）

　ありがとうございます。世界の大学の緊急開発投
資、日本が16位か何かかなり下位のほうにあるのは、
今先生がお話されたもしかしたら役に立つことを求
められるので、そのあたり投資がスポイルされてい
るのかもしれないなというふうに感じました。

（黒川）

　私はだから、そこで今大学の問題について随分話
をしているんですよ。つまり大学では学生さんを育
てるわけですよね。大学院に行くということは、ど
の分野もそうだけど、大学院というのはその将来に
向かっての研究をする人じゃないですか、法律でも
何でもいいんだけどね。そうすると、日本の場合は
どうしてもタテ社会なので、先生のテーマでやるわ
けなんです。ということは、やっぱり全く新しいこ
とが出るということは、なかなか少ないんじゃない
かなと思います。
　私がなんでこんなことを言うかというと、これペ
ンシルベニア大学に留学したときに言われた言葉な
んですよ。つまりペンシルベニア大学には、私は人
工透析ということを研究をして、日本で医学博士に
なってポスドクで行きました、アメリカで。その先
生に最初に言われた言葉は、私はそれほんとに今で
も言っているんだけど、「あなたはもう博士なんだ。
私のところに２年の約束で来たんだけど、あなたは
博士だから何をしなくちゃいけないかということは
こういうことなんだ」って、３つのことを言われま

した。
　「あなたはもう博士なんだから、私は教授だけど、
私と同等なんだ、研究者としてはね。だから、それ
をまず覚えとけ」。２番目には、「だから、あなたは
私のところに２年いるんだけど、その間にあなたが
しなくちゃいけないことは、自分は独立した研究者
であるということを証明することなんだ」って言わ
れました。３つめは、「私たちのやっているテーマは
こうだということは知っているよね。だから、その
テーマからあまり離れなければ何をやってもいいよ。
とにかくあなたは独立した研究者であるということ
を証明するための２年間なんだ」って言われました。
　これが私にすごく影響したと思います。あ、そう
かと。私、先生が何かテーマをくれるんだとばっか
り思っていたんですよ。これ日本人だから。そうじ
ゃないんですよ、向こうは。常に一つ一つのテーマ
で、自分は独立した人になるんだということを証明
しなくちゃいけないんです。だから、博士になるま
では先生の指導のもとでやっているんですよ。でも
博士になったら、次のステップは、自分が独立した
研究者なんだということを証明する時間だというの
が向こうの、というかアングロサクソン的な考えな
んです。
　日本はどうしてもタテ社会の中なので、先生のと
ころでドクターになって、ポスドク後先生になって、
それから助教授になってって、こういうタテ社会で
は新しい研究は出てこないですよ、ということを私
は言っているわけ。これは大学の責任だって言って
いるんですけどね。
　だから、あなたのおっしゃるとおりで日本の研究
が今低迷しているのはそこですね。新しいことをや
らなくちゃいけないということのルールです。
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 （会場）
　ありがとうございます。

（司会）

　ほかにいかがでしょうか。どうぞ。

（会場）

　どうも先生、ありがとうございました。有光とい
います。先生のこの『時代の証言者』の中にもあっ
て、ちょっと先ほどの質問とも関連するところある
んですが、この研究テーマで、自ら探せということ
で、先生が指導された教え子の方も何名かいると思
うんですが、ひょっと何か面白いエピソードなんか
あればですね、教えていただきたいです。よろしく
お願いします。

（黒川）

　それはいました。私が帰ってきたときに、私の下
でやりたいという人は大体腎臓を専攻にしたいとい
う人が来るわけですよね。私が腎臓学クラスを持っ
ているからなんだけど、ほかの専門の先生ももちろ
んいますから、腎臓の勉強をしたいということでお
医者さんになって、医学部を卒業して医学博士にな
るわけじゃないですか。
　そのテーマは何かというと、お医者さんなので、
まず臨床はもうばっちりやりました。特に臨床医に
なる人は、腎臓の臨床もばっちりやりました。それ
をしょっちゅう本を読ませたりいろんな議論をしな
がら育てましたけど、それで自分が何をやりたいの
かを私に言えと言いましたよ、その腎臓の分野で。
いろんなことを教えて、患者さんを見ながらやって
いる中であなたは何をしたいんだということを、ま

ず私に自分で言ってこいよと言ったんです。
　こういうテーマはどうでしょうかって話して議論
をしたうえで、じゃあやりましょうということで、
時間は３年ぐらいしかありませんから、臨床をやっ
た後で腎臓に行きますから、いろんな臨床をしなが
らこんなことを議論していると、これちょっとやっ
てみたい、やりたいという人が出てきますから、一
応指導しました。指導をしてやり方を教えて、その
自分のテーマでやるようにしましたけど、その後博
士号を取ったら、みんな留学したいわけですよ。だ
から留学先も、彼らがどの人のところに行ったら伸
びるかなという話で、そういうところに紹介してみ
んな行ってもらいました。ほとんどの人がそれぞれ
２、３年行きました。
　だからそういうところへ行かせてある程度研究も
できるようにして、また帰ったということで、それ
はなぜかというと、私がそういうふうに育てられた
ので、私の責任は自分の部下をつくることじゃなく
て、どこでもいいからとにかく次の世代のそういう
研究者になるような、大学にいるような人たちを作
るのが私の責任だと思っていたので、本人がやりた
いテーマにぴったり合うような人のところへ、一流
の人のところにみんな送り込みました。それがすご
く大事だと思います。
　それは私がそういうふうにアメリカで育てられたか
らですね。いろんな競争は激しいんだけど、いろんな
先生に育てられながら、やっぱり指導しながら競争し
ていたというのがすごく大事だったと思います。
　よろしいでしょうか。テーマは自分たちで選ばせ
て、それを選択後は、自分たちの能力をさらに伸ば
すようなところにみんな２、３年留学させましたよ。

（会場）

　全く違う道に進んだ方とかではいなかったですか。

（黒川）

　同じ腎臓関係ですけどね、最終的には開業する人
とかいろいろいますけど、少なくとも研究する能力、
自分で考えてどういうふうにするかということをで
きるようにしてないと、次の世代を指導できないじ
ゃないですか。だから、そういうのはすごく私アメ
リカで鍛えられたこともあるし、自立することが大
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事なんだということをずっと繰り返し言われていた
ので、やっぱりそういうのを次の世代にも渡そうと
しています。
　日本はどうしてもタテ社会なので、教授の後継ぎ
になるために教授のテーマでやるというのが多いん
ですけど、それはもうできるだけ避けるようにしま
した。そんなことでよろしいでしょうか。

（会場）

　どうもありがとうございました。

（司会）

　よろしいですか。ほかにいらっしゃいませんか。
はい、どうぞ。

（会場）

　松尾と申します。国会の事故調査委員会の話が出
たときに、「規制の虜」ということで世界の原発の
ルールはどんどん厳しくなっていったにもかかわら
ず、日本政府はチェックをしていなかったというお
話がありました。なぜこのようなシステムになって
いたんだろうということと、この先政府は新たに原
発を進めていくと、そのお話の中で60年を超した原
発もオッケー、稼働していなかった年数もそれにプ
ラスする、それもオッケー、政府自らがこういうふ
うな案を、案というか政策を出してきているという
ことと、このチェックをする国のシステムというこ
との関係性がいま一つ分かりません。

（黒川）

　いやぁ、厳しいですね。そうなんですよ。みんな
がそう思っているということが大事でね、もっとた
くさんの人がそういうことを考えれば、やっぱり違
ってくると思うんですよね。
　１つは、この間もその話をちょっとしたんだけど、
今ウクライナで何が起こっているか、知っています
よね、みんな大学にいるわけだから。つまり小学校
じゃ分からないかもしれないけど、高校生は分かる
と思うんだけど、大学になればますますそうだと思
うんですけどね。少なくとも、それから大学を出て
役所でやっていてもそうだけど、今ウクライナで何
が起こっているかというのは、プーチンが何か時々

爆弾なんか打ち込んでいるじゃないですか。原発に
当たったら何が起こると思いますか。
　でしょう。それじゃあ日本は何を考えているのか
と思っているんです。それで実をいうと、その前に
起こったことは9.11（ナインイレブン）ですよ、ニ
ューヨークで起こった話ね。テロリストがやったで
しょう。知っていますよね。2011年に起きたのは、
9.11（ナインイレブン）というのは、ニューヨーク
でテロリストがあのでかいツインタワーを爆破した
じゃないですか。
　覚えていますよね。大きな摩天楼みたいなのに飛
行機が突っ込んだやつ。
　あれと同じことが起こったらどうしますか。つま
りテロリストは、自分が死んでもやるわけじゃない
ですか。でしょう。だからあの頃から原発はものす
ごい、そう言っちゃあおかしいけど、やばいターゲ
ットじゃないですか。一発やられたらどうするか。
　世界中が何しているか、知っていますか。フラン
スはたくさん持っていますよ、原発。原発が多いん
だけど、あの9.11が起きたでしょう、ニューヨーク
で。あのでっかいビルが飛行機一発でみんなひっく
り返ったわけじゃないですか。あれから原発は危な
いなということはみんな分かっているので、世界中
で何しているか。
　フランスも50基ぐらいあると思いますが、全部ね、
あれから原発はテロリストのターゲットで危ないの
で、そういう人たちが来たときにどうするかという
ことで、今はみんな軍隊が守っています。だって、
テロリストというのはその気で来るわけだから。
　あの福島原発事故が起きたときに、私は専門家じ
ゃなかったんだけど、福島で起きたので国会事故調
をやらしてもらったから分かったんだけども、少な
くとも原発はテロのアタックのターゲットになるか
らものすごく厳重にしていますよ。ものすごく厳重
というのは、軍隊が守っているんですよ。日本やっ
ていると思いますか。あれまではやってなかった。
今は一応やっていますけどね、やっていますけど軍
隊が守っているということは知っていました？
　というのは、原子力発電に関しては IAEA（国際
原子力機関）というのがあるでしょう。IAEA がみ
んなルールを決めているわけですよ。だけど、ルー
ルをきちんと守るかどうかはそれぞれの国の責任で
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すよ。例えばルールを決めてって、ロシアとかその
とおりやると思いますか。やるかどうかはその政
府の、その国の責任でしょう。だけど少なくとも
IAEA という、原子力発電についてのルールを決め
ているところがウィーンにあります。そこは日本も
ちゃんとお金を出しています。
　だから私、ウィーンにも呼ばれてしゃべりに行っ
たけど、テロとかいろんなことがあるから、どんど
ん守るルールが厳しくなってきているわけですよ。
もし事故が起こったらいけませんから。
　それであの福島のときに IAEA の人にも会いま
したけど、日本はルールをそのままきちんとやって
ないということ、みんな知っていましたよ。私たち
だけが知らないんですよ。私も知らなかったんだか
ら。IAEA のルールは日ごとにやっぱり厳しくなっ
ているわけですよ、世界がそうなっているから。特
にあのニューヨークの9.11の時に、こんなことをや
って飛行機で突っ込んでいるんだということがあっ
たので、これが原子力発電所に当たったらどうなる
だろうって、みんな思ったんですよ。だから今はみ
んな、フランスや何かもそうだけど、みんな軍隊が
守っていますよ。
　日本はどうだったか。あれまでは警官だったです
よ、警察。今はちょっと変わったけどまだそこまで
軍隊はいってない。だから、国会事故調の報告書に
もそういうことをちゃんと書いていますけど、日本
はやらなくちゃいけないんだけど、それをやらせる
かどうかは立法府なんです。立法府がやるためには、
あなたたちが選挙で選ぶ人たちの責任なんですよ。
民主主義というのはそういうことだから。分かりま
すか。
　つまり誰を選ぶかというのは、自分たちが選ぶ議
員を決めることなんですよ、それが民主主義だから。
独立した調査委員会を法律で決めて、つまり立法府
が法律をつくって、独立したその委員会を使って福
島の事故を調査するというのは、日本で初めてだっ
たんですよ、こんなこと。つまり日本の行政府をチ
ェックしたわけじゃないですか。
　だからこれは、それも行政府、政府だけじゃなく
て立法府、今までの立法府も無責任だったって結果
を出したわけです。ちゃんと世界のルールに合わせ
てないわけじゃないですか。それは政府だけじゃな

くて立法府も合わせてないということを知っていた
ら、やらなくちゃいけないし、知らなかったじゃ済
まない話ですよ。だから、その議員を選んでいるの
はあなたたちですし私たちの責任なんですよ、最終
的には。それを言わせるのはメディアじゃなくちゃ
いけないんですよ。だから私がもうこの20年、メデ
ィアはおかしいと言っているのはそういうことです。
　政府の取材をするときに、これはけしからんみた
いなことを書くと、政府から「来なくていいよ」っ
て言われちゃうんです。だから、そういうところに
問題があるんですよ。そこはやっぱり皆さん一人一
人が選ぶ国会議員に、それをやってくださいねとい
うことをみんなが言うぐらいになるとちょっと変わ
ると思いますよね。だからちょうど民主党になった
頃に、「やっぱり二大政党にして、時々変わらなく
ちゃいけないよね」ってみんな言っていたけど、そ
れでなんか一時期、しばらくそういうことが言われ
ていましたが、あっという間につぶれちゃいました
よね。
　というのは、あまりそれを慣れてなかったせい
もあると僕は思うんだけども、だけどやっぱり何回か
失敗しながら、皆さんがもう何でも自民党じゃなくて、
やっぱり違った政党に変わると。二大政党というのは
そういうことなんですよね。だから今だってアメリカ
で、デモクラシーとその違うのがもう一生懸命競争し
ているじゃないですか、イギリスもそうだけども。日
本もそうしたいんだけど、まだなかなかならないです
ね。
　だからそれは国民一人一人の責任なんだけども、そ
れをどうして変えればいいかなというのが私の問題意
識で、私みたいに十何年もアメリカでキャリアつくっ
ちゃうと日本人じゃなくなる、日本に帰れないと思っ
ていたわけです。だけど帰ってくると、そういうおか
しさに気がつくわけですよ。だからあの原発事故には、
すぐにそういう独立したものをつくらなくちゃいけな
いよというのは、アメリカがそういうことをすぐにや
っているから、私はすぐに分かってやっていたんです
けども、あの時。でも独立したもの作らなくちゃいけ
ないよなって、日本では誰も言わなかったような気が
するんですよ。
　だから、独立したものを作ってくれと、そういうこ
とを議員なんかにワァワァ言っていたから、最終的に
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あのときは自民党が野党だったからかもしれないけど、
とにかく作ったわけです。ああいうのを作ったけども、
私はこれはすごく大事な問題だからもう全部公開にし
てやると。オンラインでもやると。英語でも同時通訳
でやるというのは、世界と共有しているわけです。そ
れやっているプロセスをね。なぜかというと、すごく
危ないじゃないですか、原子力って。みんながこう何
と言うか、そんな余計なことするなよという人が多い
わけだから。だから私は公開しないと、自分もやばい
なと思っていましたから。
　だから全回公開しちゃって、全部英語で出してい
ると隠せなくなっちゃっているんですよ。今でもネ
ットで探せばいつでも見られるようになっているし、
英語でやっているよというと、あれだけの問題です
から、世界中がもう知っているんです、今でも見ら
れるから。英語で見られるから、実際誰が何を発言
してるかってのも全部見れますから。そういうやり
方はすごく大事だと思うのね。大事なことは全部英
語の同時通訳も入れて世界中にネットで出しちゃう。
だから今でも見られますよ。
　世界中が見ていたからこそ結論が出たっていう話
で、その原子力関係の人たちもみんな何で起こった
んだろうと見てるわけじゃないですか。だから終わ
ったらもうすぐにアメリカから「来てくれよ」って、
すぐにしゃべりに行きましたし、アメリカのコング
レス（国会）にも呼ばれてしゃべりに行ったし、フ
ランスやイギリスにもしゃべりに行った。いろんな
ところに呼ばれてしゃべりました。
　あと、英語の同時通訳も入れているというのは、
自分たちの委員会を守るためにやっているわけだか
ら。日本語だけでやっていたら、もう手間がかかっ
てしょうがないじゃないですか。だから常に次の委
員会をいつやるか、公開して英語の同時通訳も入れ
ているわけです。
　そうやって公開してやること、それが消せなくな
っているということはすごく大事なことなんですね。
分かるでしょうか。だから皆さんも、選んだ議員た
ちに「とにかくあなたたちのやっていること、毎週
やってこいよ」とか、「公開でやってちょうだい」
という話をどんどんやらなくちゃいけないなと思い
ます。
　よろしいでしょうか、そんなことで。特に大事な

ことは公開してというのが、ものすごく大事です。
英語通訳も付けてついでに出しておいてね。

（会場）

　その公開もしくはその独立性のある委員会を設け
るということについては、立法府が責任を持ってや
れということですか。

（黒川）

　そうです。そうだと思います。なぜかって、立法
府は法律決める所だから。行政つまり役所がもちろ
ん出してもいいんだけど、それは必ず衆議院、参議
院でやるでしょう。最終的に決めているのはみんな
議員ですから、選挙で選ぶときに、「あなたたち責
任者なんだからしっかりやってよね」っていう人た
ちが、この高知県では増えれば増えるほど厳しくな
ってきますよ。
　と思いますが、どうでしょうか。お金持ってきて
くれるのもありがたいけど、やってよねっていう話
だな。

（司会）

　よろしいですか。

（会場）

　ありがとうございました。

（司会）

　会場でほかにいらっしゃいませんか。どうぞ。

（会場）

　先生ありがとうございます。そのメディアの責任
ですよね。そのメディアと行政府もしくは立法府が
結託というかね、中の情報が流れてないというふう
なことになっても、私たち知るすべがないんですよ
ね。今はネットとかそんなのはたくさんあると思う
んですが、そのメディアを強くする方法、もしそん
なものがあれば教えていただきたいんですが。

（黒川）

　それは実をいうと、今までのメディアって新聞と
かそういうのがあったでしょう。だけど今ネットの
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時代になっちゃったから、いろんなクエスチョンを
出すといろんな人がいろんな意見言ってきます。だ
からネットの時代って隠せないんですよ、実をいう
と。特に日本の場合は日本語でやるでしょう。これ
がまずいんです。つまり、みんな大学出ている人が
多いから下手でもいいから出来れば英語でも出して
おくといいんですよ。そうするといろんなことを言
ってくると、かなり変わってきますよ。外の見方っ
て違うんだって、いろんな見方が入ってくるので。
　今は Google のトランスレーションというのもあ
るんだけど、もう３、４年前に比べるとものすごく
良くなっています。だから日本語で書いて、それを
Google トランスレーションで英語で出して、それ
も一緒にくっつけて出しておくといいですよ。きっ
と世界中で見ているから。そういうマインドありま
すか、皆さんに。ネットで書いたら、英語で書くの
はめんどくさいでしょう。だけどそれは Google の
英語に直すというのをやると、すぐ出てきますよ。
今チャット GPT か、あれもやるでしょう。あれも
ものすごく正確ですね。どんどん良くなるから、も
ういまやほんとに隠せません。
　だからあなたたちが日本語でしゃべっていても、
すぐに英語で出るようになりますよ。大丈夫。日本
語で話していても、英語で書いてくれって言えば大
丈夫ですから。どうでしょうか。

（会場）

　そのメディアの発信が ...。

（黒川）

　そうそう。メディアの発信もそうだけど、個人で
やれるんですよ、ネットの時代は。だからぼんぼん
ツイッターでもいいから何か出していると、少なく
とも日本人はこういう人がたくさんいるんだという
ことが分かってくるので、ぜひ一緒にやろうよって
まず言いながら、１週間に１回か２回ちょっとつぶ
やくのも悪くないんじゃないかなと思いますね。
　どうでしょうか。そういう人が増えれば増えるほ
ど、やっぱり地方の知事さんもだんだん緊張してく
るし、いい人が選ばれてくるし、やらなくちゃいけ
ないなと思うと思います。知事さんを応援すること
ですよ、いいと思ったら。おれたちの知事さん、い

いぞとかね、ちょっとまずいよねとかいうのをどん
どんやっていくと、つぶやくというのは結構大事か
なと思います。

（会場）

　ありがとうございました。

（司会）

　それでは、オンラインの方で質問等ある方はいら
っしゃいますか。いないですか。

（事務局）

　チャットで来ています。

（司会）

　ちょっと読み上げてくれる。

（事務局）

　すみません。そしたらチャットで来ていますので、
ちょっと読ませていただきます。

（事務局）

　「お話を伺い、宗教思想家の内村鑑三ですかね、
の言葉を思い出しました。彼は母校の記念式典に臨
席した際、その挨拶の中で出席者に対して次のよう
な辛辣な発言をしたそうです。「札幌（農学校）は、
昔は大人物を輩出していたが今は見る陰もない。今
札幌が世に送り出しているのは、１従順な官吏、２
利欲にたけた実業家、３穏当な紳士だけだ」。若者
を発憤させようとしたのか、はたまた率直な危機感
の表れなのかは分かりませんが、私が学生の頃も

「政権の子羊になるな」と警鐘を鳴らすリベラルな
教員はおられました。
　しかしながら昨今、一層大学は就職予備校化し、
技術的事項の伝授に終始しているように思います。
大学が政府や各商業メディアを含む財界に懐柔され
てしまっていると言えなくもありませんが、この傾
向は国立大学法人化の影響が大きいのでしょうか」
ということです。

（黒川）

　いやぁ、そのとおりだと思いますね。だからそう
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いう声を、そういう考えというか、そういうつぶや
きを、いかに広げるかってすごく大事なんですよ。
結局民主主義というのは皆さんが選ぶんだから、代
表を。だからネットの時代はそれ広げやすいんだけ
ど、福島での原発事故みたいなすごいでかい話は英
語の同時通訳も入れるといいかなと思いますね。
　つまり日本人だけに言っているわけじゃなくて、
世界に言っているということなので、そういう意味
では、今おっしゃったとおりにあの頃に海外に行っ
た人、新渡戸稲造なんかもそうなんだけど、あの頃
に船に乗って海外に行った人なんてそれだけの覚悟
があったんだと思うんですよ。今みたいに簡単に行
けるときに、もっともっと行ってほしいのね、若い
ときに。
　それで行くと、新渡戸さんもそうだし、あの時代
に船に乗って行った人というのはみんなそれだけの
苦労をして行っているので、やっぱり行ってみると
日本人であることは絶対変わらないんですよ、国籍
が変わっても。日本を思う気持ちっていうのはすご
く強くなって、新渡戸稲造さんも「日本人って何で
こんなに駄目なんだろう」ということが分かるよう
になるんですね。駄目っていうわけじゃないんだけ
ど、なんか島国根性というかね。
　だからやっぱり大きな世界観ができるというのは、
外から見た日本というのはよく見えるんですね。と
いうのは自分の国だから。自分は日本人だから、国
籍変えても日本人だから、私がさっき言ったように、
そういう気持ちというのはなってみないとなかなか
分からないので、ぜひ高知の人たち、どこかの大学
に行ったらば、１年休学してどっか行ってこいよと。
　そういう人が１年間でもぷー太郎でも何でもいい
から外に行くと、いろんな人に会う。いろんなとこ
ろに行く、そして見る。いろんな偉い人に会うかも
しれないんだけど、自分の同世代に会ってもいいん
だけど、帰ってくると、それで感じるのは、「日本
っていいなぁ、おとなしくていいよね、だけどこれ
じゃあ駄目なんだよね」って、日本をほんとに愛す
る気持ちが出てくると思うんですよ。
　就職してから休むってなかなか難しいので、１年、
大学のときはもう大人ですから１年休学すればいい
んじゃないかな。もし不満だったら半年やってみて、
またあと半年行ってみるのもいいと思うんですけど、

だから４年の授業料で５年かけて卒業しようと言っ
ているのはそういうことです。
　つまり世界に行くと、新渡戸稲造もみんなそうだ
けど、日本を思う気持ちというのはすごく強くなる
んだと私は思います。だから若い人にはぜひちっち
ゃな奨学金でもいいから、高知県があげるから１年
どっか行っておいでよというのはすごくいいことだ
と思いますけど、やりませんか。やっぱり県ベース
でできるんじゃないかなと思います。
　だって、もともと土佐ってそういうところだった
じゃないですか。ジョン万次郎もそうだと思うし、
行ってくると変わりますよ。なんか気持ちが世界み
たいになっちゃって、日本を思う気持ちっていうの
はものすごく強くなってくると思います。ぜひやっ
たら、ほかの県のトップにも結構いいメッセージに
なるんじゃないかなと。それはすごくいいアイデア
だと私は思っているんですけど、いかがでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（司会）　ありがとうございます。オンラインの方で
ほかにいらっしゃいますか。どうぞ。

（オンライン）

　岡林といいます。先生の資料の賃金関係のもので、
OECD 加盟の2020年の購買力平価ベースの平均賃
金と、あと G ７と韓国の2000年の平均賃金の推移で、
あまりにも日本が低いですけれども。これはもう言
うなれば、あまりにも非正規労働者の賃金が、日本
は正規に比べて給与平均低いから、こういう数値に
なるという判断でいいんでしょうかね。

（黒川）

　いや、例えば日本は成長していたんだけど、成長
したのはいろんなものの輸出品が、日本製品が一番
性能が良かったから買ってくれたわけですよ。それ
はさっき言ったように、つまりラジオとかカメラと
かいろんなもの、作ったじゃないですか。だから作
ったもので、アメリカから入ってきたものを小さく
とか薄くするとかいうのは得意なんですよ。だけど、
見えないもので売れたものって何かありますか。
　作ったものは行くんですよ。時計もそうです。あ
あいうのは日本人得意なんですよ。手でやってどん
どん早くするとか、小さくするとか薄くする。これ



− 20 −

は得意なんですね。だけどオリジナルなもの何か出
ましたか、日本から。多分ソニーがつくったものが
幾つかはそうだと思います。それはタテ社会で横に
動けないからですよ。変なこと言っていると、タテ
社会だと上がれないんですよ。全体がうまく行って
いると特にできないんです。
　だから、やっぱり違った意見を言うというのはす
ごく大事ですね。違ったことを考える、行動してみ
る。本田宗一郎なんかそうじゃないですか。トヨタ
もやりましたよ。トヨタは、元々は豊田織機だった
わけでしょう。その長男が、これからは車だって言
ったのは喜一郎さんだけど、あの人は東大の工学部
行って、アメリカへ行っちゃうわけですよ。これか
ら車はこうなるんだって言って、それで変わったわ
けですよね。
　本田宗一郎は「これから車か」って。あの人元々
自転車の修理をしていた人でしょう。それがこれか
ら車をやるんだってやるわけじゃないですか。この
パッションってすごいですよ。その戦略は、教育じ
ゃなくてその心だと思うんだけど、だから本田宗一
郎はそれで後からやってきて、とにかく一番すごい
のをつくるんだって。最初につくったのがアメリカ
に来るわけですよね、1970年代ですよ。
　来てみたら、もう大きな車がばんばん走っていて、
日本のちっちゃい車なんかだと、ハイウェーを走っ
たら置いていかれるようになっちゃうぞなんてみん
なに笑われていたんですけど、その中で売るのって
ものすごく難しいわけですよ、向こうのほうがはる
かに上だから。それで本田宗一郎、何したか知って
いますか。
　あの人、何の教育もあまり受けてないんだけども、
自転車商だから、それであのバギーをつくるわけで
すよ。行ってみたら、みんな砂漠で遊んでいるんで、
バギーをつくったら、えっホンダってこんな面白い
のをつくってくれるんだっていう話で、向こうの人
の気持ちをつかんじゃうんですよね。だからそうい
うことを、相手がどんな人たちなのかっていうこと
を見抜くってすごい大事なことだと思うんですね。
　だから、そういうのが今日本ではちょっと足りな
いんじゃないかな。今までのものづくりを真似をし
て、形を真似しながら、それを小さく薄く軽くする
っていうのでうまく行ったんだけど、新しいものっ

ていうのはあの時代でも出なかったと思うんですね。
　それで本田宗一郎は、自社製の車を有名にするた
めにはとにかくレースで勝つことだってこう考えち
ゃうわけですよね。だからレース参加をまずやって、
世界のレースで勝たせるわけです。こういうやり方
をするというのはやっぱり教養というよりも、あの
人のすごいセンスだと思いますね。そういったこん
ちきしょうというのがないと、なかなかそこまでい
かないんじゃないかなと私は思ってるのでね。「エ
スタブリッシュメントから新しいこと出ないよ」っ
て言っているのは、そういう意味なんです。
　皆さん、ここでちょっとひと言言っとくけど、皆
さん、アップルとか使っているでしょう。あれつく
った人ってスティーブ・ジョブズじゃないですか。
ご存じですよね、みんな。iPhone も iPad もみんな
スティーブ・ジョブズじゃないですか、つくった人。
あの人は貧乏で大学行けなかったって知っています
か。そういう人なの。
　それで、ぜひこれ見てください、宿題。あの人は
大学へ入ったけど貧乏でドロップアウトしちゃうん
です。なんだけど、あの人実は、スタンフォード大
学で2000年だったと思いますが、卒業式に呼ばれて
20分ほど話すんです。大学の卒業式に何かの祝辞を
言うってそこへ呼ばれることはすごい名誉なことな
んですよ、アメリカでは。
　「Steve Jobs's Stanford University Commencement」
って、このキーワードを入れるとすぐ出てきます。
今日必ずみんな読んでください。これ素晴らしい
スピーチです。キーワードは「スティーブ・ジョ
ブズ」「スタンフォード」、それだけで出てきますよ。
私にメールくれません、みんな、何を感じたか。こ
れをディベートしましょう。これはほんとに素晴ら
しいスピーチってみんなが言っていたからだけど、
あなたたちはどう思うか。ちょっとぜひ知りたい。
　そういえば今のトヨタの豊田社長、あの人も大学
で呼ばれてしゃべっています。それまで「あの人は
どうせ駄目だろう」ってみんなが言っていたときに、
あの人はボストンの大学へ行ったんだけど、そのと
きに彼が呼ばれて、コメンスメントでスピーチしま
した。このスピーチは素晴らしかった。それでみん
なびっくりして、彼を見直しました。その後は彼す
ごい頑張って、やっぱり今でも彼は非常に高く評価
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されるようになりましたよね。だから、そういうス
ピリットがあるなと思いました。
　
（司会）

　じゃあ、スティーブ・ジョブズのを見られた方は、
自治研究センターまでメールを寄せてください。コ
メントを寄せてください。お願いします。
　ほかにいらっしゃいますか。会場のほうもよろし
いですか。
　じゃあ、すみません、最後に私から１点質問をさ
せてください。
　日本学術会議の問題についてです。2020年の10月
だったと思いますが、当時の菅首相が、105人の候
補のうち６人を任命をしませんでした。

（黒川）

　そうですね。

（司会）

　ええ。その任命をしなかった理由については、い
まだに説明がされていません。総合的に判断したと
か、丁寧に説明はするんだとか言っていますが、い
まだに実行はされてない、そのまま。ところが今国
会に新たな改革案が出されようとしていまして、そ
れは会員の選考に第三者が関与するという内容でし
て、政府は「透明性を高めるものなんだ」と理由を
言っていますが、何よりも学術会議、あるいは学術
そのものの自主性、独立性を大きく毀損するもので
あると思いますし、第三者委員の選定に政府が口出
しをすれば、結局は政府に都合のいい学術会員しか
選定されないことになってしまうのではないかと危
惧します。
　安倍政権以降、NHK の経営委員であるとか日銀
総裁であるとか内閣法制局長などなど、さまざまな
関連組織の人事に政府が口出し、横やりを入れてき
ました。学術や知のあり方そのものに対する敬意が
感じられませんし、アカデミーの中立性、継続性を
損なうものではないかと考えますが、黒川先生の見
解をお聞かせください。

（黒川）

　厳しい質問ですね。だけど嬉しい質問です。私は

時々話していますけど、皆さん、どう思っていますか
ってことなんですよ。私は学術会議の会員でした。な
っているうちに、私いろんな意見をどうも言っちゃう
もんだから、最終的に会長になっちゃったんだけど、
皆さん、学術会議ってどういうプロセスでできたか、
ということをまず考えること大事なんですよ。
　私、会員になったときに、これは一体何だろうっ
てすぐに調べました。つまりある程度、どの国もそ
うなんですけど、どの国もある程度成長してそれな
りの富ができてきて、高等教育ができるようになっ
て大学ができるとか、そういうようになってくるわ
けじゃないですか。ある程度国が豊かじゃないと大
学なんかできませんよね。今アフリカ見ていてもそ
うじゃないですか。
　だけど、今のアフリカみたいなところ、日本も開
国したらうまく行ったのはやっぱりなぜかって考え
る必要あるんだけど、鎖国していましたけどね。あ
る程度国が豊かになってくると、必ず教育が大事だ
って言って大学ができます。高等教育の機会が増え
てきます。そのうちその人たちが大学を卒業すると、
いろんなエリートになったりビジネスやったりいろ
いろあるけど、必ずその教育を続けるための先生た
ちも出てきます。
　そうなると何が起こるかというと、研究もできる
ようになるというのは相当教育とそれからバジェッ
ト、ある程度成長してこないとそんなことできませ
ん。それでやってくると、アカデミーというのをつ
くるようになります。それはイギリスの場合はロイ
ヤル・ソサエティです。アメリカの場合はナショナ
ル・アカデミー・オブ・サイエンスです。
　このアメリカのナショナル・アカデミーって誰が
つくったか。私は向こうにいたから分かったんです
けど、これはリンカーン大統領です。リンカーン大
統領というのは非常に貧しい家に生まれて、勉強も
あまりできなくて、大学もたいしたところ行かなく
て、それであの人は何したかというと、南北戦争を
始めた人です。
　何で南北戦争始めたか、知っていますか。リンカ
ーンは大統領になりますけど、あの人は忠実にアメ
リカの最初のコンスティチューション（憲法）をつ
くった J・ワシントンなんかのことをちゃんと考え
ているわけですね。あの人は高等教育は十分じゃな
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いんだけど、それで南北戦争を始めたのはなぜか。
考えてください。
　これはアメリカ南部諸州では奴隷がたくさんいま
したね、黒人とか。これはアメリカのコンスティチ
ューションにこんなこと書いていませんよ、一人一
人は平等だって言っているんだから。ということで、
あの人は南北戦争を始めるわけですよ。なぜかと言
えば、北部で大統領になったときに、その奴隷制度
を残しているということは自分たちの憲法に合って
ないじゃないかということでやるわけですからね。
　その最中に彼はナショナル・アカデミーをつくる
わけです。なぜつくったかというと、アメリカもワ
シントン以来、これだけの国になったんだから、そ
ろそろアカデミーをつくったらいいんじゃないかと
いうことでつくったんです。つくったのはリンカー
ンなんです。しかもこの南北戦争をやっているとい
うのは、アメリカの憲法に合ってないということで
南と始めるんだけど、そのぐらい憲法を大事にして
た人なのね。
　これから学術会議じゃないけど、そのアカデミー
をつくりましょうと。アメリカはこれまでこれだけ
の富と国を築いてきて、大学卒業生もこれだけでつ
くりましょうというのをつくったのはリンカーンな
んですよ。だから、アメリカのアカデミーに行くと
エグゼクティブルームというのがあったんだけど、
大きなプリント、写真がないから大きなプリンター
があるんですけど、真ん中に大統領が立っています、
リンカーンが。右側に５人、学術のエリートがいて、
もう片っ方に政治のほうのエリートがいて、リンカ
ーンが真ん中に立っています。こういう立派なこと
ができていたんです。
　ですから、日本も明治維新から開国したときに学
士院をつくったんです。学士院というのは150人いて、
その頃あまり年金もないから、いろんな分野に分かれ
ていて年金をもらえたんです。今でも年金があります、
学士院は。150人って決まっているんですね、だから
誰か死なないとあと入れないんです。
　だけど私が学術会員になったときに、何でこの学術
会議があるのかなと、学士院があるのにもかかわらず
と思って、いろいろ調べたんです。いつできたのか。
これは戦争に負けた後にできたんです。あっ、これは
アメリカがつくったんだなということが分かったんで

す。つまりアメリカが来て、アメリカもアカデミーが
こうなんだからつくったんだ。そのとき学士院も入れ
たんです。学士院を入れてこういうふうにしますとい
うことをしたんです。
　だから私もアメリカにたまたま十何年もいたから分
かっているんですけど、アメリカが来てるときにつく
ったんです。学士院もやったんだけど、アメリカの占
領から解放されて、日本が独立した後、学士院の先生
たちは、何て言えばいいか分からないけど、学術会議
なんかとおれたちは格が違うんだ的な考えがあったの
かどうか知らないけど、分裂しちゃうんです。
　学士院は建物があるし、上野に。だからそういう
何だかちょっと私は納得いかないなと思っているん
だけど、それで私会員になったときに調べたんです
よ、すぐに歴史を。それでアメリカでは、「政府に
ついてのいろんな助言をしてくれ」って、ちゃんと
リンカーンは言っているんですよ。「立派な人たち
なんだから、政府についてのいろんなアドバイスを
ください」と。だから、それをやっているんです。
　だから今でもアメリカではいろんな法律などが出
てくると、学術会議がいろんな委員会をつくってレ
ポートを出すんですよね。そういうプロセスができ
ているので、私はそれを知っていたので、学術会員
をやったときに「そういうことをやろう」と言って、
幾つかやりました。
　学術会議、なぜそうなったのかということを考え
るということが、すごく大事なんです。今はネット
でいくらでも調べられますから、それで調べて、あ
っ、だから学術会議は日本がアメリカに戦争負けて
主権回復したときに、学術会議はこうふうにできた
んですよということを会員の皆さんに説明したんだ
けど、なかなか自分のこととしては理解できないの
ね。
　それで実は、こういうエピソードがあるんです。実
は私は農水省とかいろんなところに行って、「そっち
から何か課題をください」と。一番の大きな課題はお
米だったんですよ、あの頃。アメリカのお米を日本に
輸入するということが随分あったでしょう。そんな
のが来たら、向こうのお米が安いから駄目だって言っ
て抵抗してたわけですよ、日本は。だけど私ロサンゼ
ルスにいるからよく知っていたんだけど、アメリカの
お米も結構うまいんですよ。だけどその頃農水大臣に
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「こっちに諮問してくれ」と言ったんです。そしたら
農水大臣が「しましょう」と言って、お米のことで諮
問が来たんです。
　そのときは亀井静香先生が農水大臣でしたが、亀井
さんに「諮問を出してくれ」って言って日本の農業に
ついての諮問が来たんです。そのときに、私たちは委
員会をつくって書いて、その書いた要旨を、英語にし
て、それであのときにメキシコのカンクンで WTO の
会があったわけです。そのときの１つのアイデア、１
つの意趣は、アメリカのお米を日本が受け取らないの
はけしからんという話があったんです。
　私たちは、日本の農業というのは、単にお米をつ
くっているだけじゃなくて水の調整とかもみんなや
っているし、日本はしかも山国なので、山の川をち
ゃんときれいに使ってやっているから、肥料なんか
も使わなくて、自然をきれいに使って、しかも山を
壊すことなく、そこでお米をつくっているんだとい
う話をして、非常にそういう何というか、アメリカ
から反対しているだけじゃなくてそういうつくり方
をしているんだよって話を、学術会議のコメントと
して英語でつくって出したんです。
　亀井先生はそのとき、カンクンでやった WTO
にそれを持って行った。アメリカのお米もっと買え
って話。亀井先生、農水大臣で帰ってきたら、みん
なにこれを見せたら、「えっ、日本ではお米のこと
でこんな学術会議に諮問して、学術会議からこんな
答えを、こんなことをやって、こんなプロセスで政
策つくっているのかってものすごい尊敬されちゃっ
た」って言っていました。
　だから、そういうことなんですよ。政策だけじゃ
なく、アカデミーにそういう意見を問うということ
はすごい大事なプロセスなんですよね、アメリカで
はそれやっているんだけど。そういうことを日本の
議員の人たちもあまりやってないし、そういうプロ
セスをもっと使ってくれって私は言っていたんだけ
ども、私は４年ぐらいでやめてしまいましたが。
　そういう意味では、学術会議の先生たちもそれを
言っているんだけどなかなかやらないね。だから、
そういう歴史的な背景を見るということは常に大事
なことで、あのときお米については学術会議に諮問
したところこういう答えをもらいましたっていうこ
とを見せたら、すごく感動されちゃったって言って

いました。そういうプロセスを知ってもらうという
ことはすごく大事なので、皆さんもある程度学術の
人たちをどう使うかってすごい大事なことなんです
よ。そうすると、「やってくれ」と言っても、政治
的にニュートラルでそういう答えをちゃんと出して
いるというプロセスが見えるようになってくると、
やっぱり知事さんや政治家もすごく尊敬されると思
うな。特に外に行ったときにはね。そういうことを
ぜひやってみるといいんじゃないかなと思います。
　
（司会）

　ありがとうございました。

（黒川）

　だから、ああいうことを人事でやっちゃあものす
ごくまずいんですよ。

（司会）

　時間も大分押してまいりましたので、もうこれで
質問とかなければ終わりにしていきたいと思います。
　なお、黒川先生のお話しされた内容は、著書であ
ります『考えよ、問いかけよ』というこの本に凝縮
されていると私は思っておりますが、受付のほうで
販売しておりますので、ご希望の方はお買い求めく
ださい。
　それでは最後に、高知県自治研究センター理事長
である東森から閉会のご挨拶を申し上げます。

（東森理事長）

　本日は黒川先生、お忙しい中長時間にわたりまし
てご講演をいただきましてまことにありがとうござ
います。私、先ほど質問の第２番目を務めさせてい
ただきました理事長の東森歩と申します。本日はあ
りがとうございました。そして皆さんもお忙しい中
お集まりをいただきまして誠にありがとうございま
す。年度末でなかなか繁忙を極めている中ではない
かと思います。私、先ほど先生のお話を聞きながら、
最近一番日本の国内で注目を集めましたワールドベ
ースボールクラシックという野球の世界大会がござ
いました。あの中にも「出る杭」的な選手が何名か
いまして、二刀流で通用するはずがないと言われた
大谷選手、ダルビッシュ有選手に至っては最近は
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Youtuber として野球のゲームの世界ではかなり有
名になっておりまして、あの方多分野球をするより
もゲームすることのほうに意識を注いでいた方。そ
れからアメリカ生まれながら日本人の母親を持つヌ
ートバー選手が日本チームに入ってこの出る杭の選
手がほかにもたくさんいたと思うんですけど、それ
でもってアメリカという国を破って世界で優勝する
と。こういったところに多くの日本人の方が共感を
し、胸のすくようなそういう思いをしたんではない
かなということが先生のお話を聞きながら、そして
なぜ勝てたのかということをまた深く考えなければ
ならないなというふうに感じた次第です。
　私共の公益社団法人高知県自治研究センターは
本日の黒川先生のお話を十二分に参考にさせてい
ただきながら、これからの高知県内におけます生
活課題様々な行政の課題に正面から向き合ってい
きながらですね、皆さんと共にどうすればこの高
知がよくなるのか、あるいは高知がよくなるのか
ということを考えながらこれが日本全体にどうい
うふうに影響を発信していくのか、先ほど先生が

言われましたように、日本語とともに英語で発信
するというようなことも参考にさせていただきな
がら歩みをこれからも進めてまいりたいと思いま
す。また新年度もですね、こういった等身大の日
本を見つめるセミナーなど様々な切り口でフォー
ラムであったりとかセミナーを開催してまいりた
いと思いますので、今日のご参加の皆様におかれ
ましては引き続き高知県自治研究センターの活動
にご注目いただけましたら幸いでございます。少
し長いご挨拶になりましたけれども、本日お集ま
りいただきました皆様に改めて感謝を申し上げま
して閉会の挨拶とさせていただきたいと思います。
本日は誠にありがとうございました。先生ありが
とうございました。

（司会）

　黒川先生長時間ありがとうございました。皆さん
の拍手で黒川先生のお礼に変えたいと思います。よ
ろしくお願いします。ありがとうございました。
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